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員が最も多 く57例 (41.6% ;男55,女 2)
,吹いで学生53例 (38.7%;男42,女11),
無職17例 (12.4% ;すべて男,乳児 1を含む













日射病 9例 (7.7%),突然死症候群 1例 (0.8%)
であった｡'80年代でも,70例のうち心疾患系
が52例 (60.5%-;心不全43イ札 心筋梗
塞 7例,弁膜症 1例,心筋症 1例),脳血
管系 8例 (9.3%;脳卒中6例,くも膜下出血
2例)と, 1位,2位 を占めてお り,次いで突








突然死が生 じた状況 (図 3)は,'70年代,表3 年齢別死因 ()-%'70年代 '80年代 0-9
歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 6(トー-69歳 70-79歳 80歳-心 臓 系 94 52 6(50)46(83) 16(88) 15(83) 10(63) 22(7)21
(78) 9(82) 1(50)脳 血 管 系 13 8 0(0) 1(2) 1(6) 0(0
) 5(31) 6(21) 6(22) 1(9) 1(50)日 射 病 9 1 1(8) 8(15










亡までの時間時 間 件 数1 時 間 以 下 109.
1- 5 時 間 185. 1010





いで安静時に多くみられた｡発 症 時 の場 所 (図 4) は,
































運 動 中 勤 務 中 入 浴 中 安 静 暗
そ の 他学 生 94.5% 0% 0%
4.1% 1.4%会 社 員 50.0 14.8
4.5 28.4 2.3主 婦 27.8 0 222 500 5








































が94例中67例(71.3%) と大 半 を 占 め
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